
  

土湯温泉公衆浴場 中之湯                 
♨ リニューアルオープン  ♨  

H30.4.26撮影 

足湯 
 

河川やダム等の水辺はレクリェーション活動の場として多く人々に利用されています。 
利用される方が安全で楽しく過ごせるように、ゴールデンウィーク前に河川・ダム・砂防施設
の安全利用点検を、関係行政機関や地元の観光担当者と合同で実施致しました。 
全ての施設で不具合は見受けられませんでしたので、これからのシーズンを気持ち良く利用し
て頂けることと思います。 

国土交通省 福島河川国道事務所 
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東鴉川第１砂防堰堤（土湯温泉） 
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全ての浴槽が源泉かけ流しです    
単純泉と炭酸水素塩泉       

２種類の泉質を楽しめます!! 

１階には  
休憩室完備  

な か の ゆ 

東鴉川第２砂防堰堤   
( 土 湯 温 泉 ） 

松 川 流 路 工       
（ 河 川 公 園 ） 

４／２６（木）福島市土湯温泉町で、公共浴場中之湯のオープニングセレモ
ニーが行われました。土湯温泉町地区都市再生整備計画の一環として整備を
行い、跡地に再オープンの運びとなり、セレモニーでは市長を始め関係者の
挨拶、テープカットを行いました。吾妻山山系砂防出張所では、温泉街を流
れる荒川水系の砂防堰堤、流路工などの整備に当たってきました。これから
も温泉関係者と連携して事業を進めて参ります。 
                                 

H30.4.26撮影 

高湯第１砂防堰堤    
( 高 湯 温 泉 ）    

◎松川流路工 （河川公園） 
◎高湯第１砂防堰堤（高湯温泉） 
◎東鴉川第１・第２砂防堰堤、荒川流路工(土湯温泉）        
◎荒川遊砂地 

【  実  施  日  】 平成３０年４月１７日（火） 
【 点 検 箇 所 】                          



吾妻山山系砂防出張所（松川庁舎） 

 〒960-2261 福島県福島市町庭坂字遠原三3-4 

 TEL：024-591-1207 

吾妻山山系砂防出張所（本庁舎） 

 〒960-2156 福島県福島市荒井字地蔵原甲2-14 

 TEL：024-593-0831 

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所 

◆福島河川国道事務所ＨＰ（http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/）も是非ご覧下さい◆ 

 土湯温泉街へ温泉を供給している１６号源泉を 
活用し、ﾉﾙﾏﾝﾍﾟﾝﾀﾝ（液体：沸点３６℃）有機熱 
媒体として気化させます。温泉熱で気化された 
ﾉﾙﾏﾝﾍﾟﾝﾀﾝでタービンを回し電気を起こします。 
タービンを透過したﾉﾙﾏﾝﾍﾟﾝﾀﾝは１０℃の冷たい 
湧水で冷やされ、もとの液体に戻ります。バイナリー 
発電では、このサイクルを繰り返し電気を起こします。 
 
 

年間可能発電電力量： 
260MWｈ／年 
(一般世帯約８００世帯相当) 
                                         
  

※バイナリー見学には案内人の同行が必要です。 
【地熱エネルギーの体験ツアー】がありますので、 
詳しくは、土湯温泉観光協会：024-595-2217  に 
お問い合わせください。(http://www.tcy.jp/eco/learn.php) 

                                           
  土湯温泉入り口付近の空き店舗に    

「つちゆ湯愛（ゆめ）エビ常設釣り堀」が
オープン。発電で使った冷却水を活用して養
殖したオニテナガエビ釣りが体験できます。 

 福島の自然豊かな川・湖を満喫しながら、 

人気のウォーキングを思う存分楽しもうという
趣旨で、５／１２（土）、あづま総合運動公園
をスタート・フィニッシュとした「うつくし
ま・みずウォーク２０１８福島大会」が行われ
ました。当日は、各出演団体が趣向を凝らした
催しで参加者をもてなしました。吾妻山山系砂
防出張所では土石流模型を持ち込み、約１５０
分の１の土石流を実演しました。写真や映像の
２次元では伝わらない３次元の世界を体験して
いただきましたので、よりリアルに伝わったも
のと思います。 

【 写真・資料提供：土湯温泉観光協会】 

土石流模型実験の様子  

小さなお子さんにも大人気。 

たくさんの方が土石流の恐ろしさ
に関心を持って真剣に見てくださ
いました。 

土石流からみんな 

を守るのが、砂防 

の仕事だよ！ 

 

昨年は全国各地で約１５００件もの土砂災害（土石流、地すべり、がけ崩れ）が発生
しました。 

福島県内には、土砂災害危険箇所が約８７００箇所あり、これからの季節は、梅雨
や台風などによる大雨で土砂災害が起こりやすくなる時期でもあります。 

土砂災害は、一瞬にして人の生命や家や田畑などの財産を奪うなど、大きな被害
をもたらします。この土砂災害から人や町を守るための仕事を「砂防」といいます。 

福島河川国道事務所では、土砂災害を『起こる前に防ぐ』ため、自然環境や地域の
歴史文化にも心を配りながら、さまざまな「砂防」の取組を行っています。 
 

教えて、さぼちゃん！Part.10 
    荒川流域を探検しよう③♪ 

  ● SABOは世界の共通語 ● 
 

 日本の砂防技術は、世界の中
でもトップといわれるほど高く、 
日本語の「砂防（SABO）」がその

まま世界の共通語として使われ

ています。                     
  

ど しゃ さ い が い ぼ う し げ っ か ん 

開催日など詳しい情報は、      
㈱元気アップつちゆにお問い合わ
せ下さい。TEL024-594-5037 

http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/
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	スライド番号 1
	スライド番号 2

